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［１］　大型システム開発プロジェクトのイメージ　

・ＮＡＳＡの有人飛行管理システム
・国防システム

・コンピュータ管理の製鉄システム
・通信業者の通信料徴収システム
・年金基金管理
・郵便貯金システム

・銀行の３次・４次オンライン・システム
・証券売買システム
・生損保の基幹システム
・クレジット・カード

・鉄道の座席予約システム
・航空会社の座席予約システム

大型システムの例

・３年～５年の長期開発期間
　　　　・構想期間を入れると１０年近いものもある
　　　　
・１，０００人以上の大量の開発要員を投入
　　　　・百人を超えるマネジメント専任メンバー
　　　　・１，０００人以上の開発担当者

・最先端のシステム
　　　　・コンプレックスな機能
　　　　・大量のデータ処理
　　　　・リアルタイム処理
　　　　・高度なＩＴ技術を採用

企業の英知を結集し、会社の存続を賭けて開発

１．１　大型プロジェクトの一般的特徴
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業務知識業務知識
（設計能力） （設計能力） 

PM専門職制度PM専門職制度

　　

ソフトウェア・ソフトウェア・
エンジニアリングエンジニアリング

プロジェクトプロジェクト
マネジメントマネジメント

１．２　大型プロジェクトを支える知識・技術　

・開発メソドロジ
・各種のモデル
・開発支援ツール
　　　　　　　等

・国際標準準拠の
　　プロジェクトマネジメント知識体系
・プロジェクトマネジメント団体
・プロジェクトマネジメント技術・手法
・プロジェクトマネジメント・システム
　　　　（ＰＭＳ）

組織支援
　フォーマルレビュ　
　　進捗評価・品質評価
　　コスト評価等
　品質保証
　プロジェクト評価
　コンピテンシ強化

知的資産管理
　　（ＩＣＭ）

－２－

ＩＴ技術
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［２］　ソフトウェア・エンジニアリングの発展と利用

　　　　　　　　　　　　　　　　２．１　「ソフトウェア・エンジニアリング」の名前の由来

　　　　・１９６８年　西ドイツ（ガルミッシュ）で開催されたＮＡＴＯ主催の会議で最初に用語が使用
　　　　　　・以降、ＮＣＣ（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ）等で、当分野の研究発表
　　　
　　　　・１９７５年春　ＩＣＲＳ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　ｏｎ　Ｒｅｌｉａｂｌｅ　Ｓｏｆｔｗａｒｅ）で、この分野の世界的会議が開催
　　　　　　・ソフトウェア・エンジニアリング国際会議（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　ｏｎ　Ｓｏｆｔｗａｒｅ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　：ＩＣＳＥ）
　　　
　　　　・１９７６年春　Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ　ｏｎ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｏｆｔｗａｒｅ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ開催
　　　
　　　　・１９７６年１０月　第２回ＩＣＳＥ開催　：ソフトウェア要件定義と保守の問題が議論
　　　
　　　　・１９７７年５月　　第３回ＩＣＳＥ開催

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンピュータ・ソフトウェアの信頼性向上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品質特性（ソフトウェア品質モデルの提案）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソフトウェア開発の、要件定義から保守までのライフサイクル議論
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２．２　ソフトウェア・エンジニアリングの発展

　

・ＤＦＤ（データフロー・ダイアグラム）　：ＤｅＭａｒｃｏ式表記表とＧａｎｅ　＆　Ｓａｒｓｏｎ表記法
　　　　・Ｃｈｒｉｓ　Ｇａｎｅ　Ｔｒｉｓｈ　ＳａｒｓｏｎのＳＳＡ（Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅｄ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ａｎａｌｙｓｉｓ）　　　　１９７７年
　　　　・Ｔｏｍ　ＤｅＭａｒｃｏのＳＡ（Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅｄ　Ａｎａｌｙｓｉｓ　ａｎｄ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ）　１９７８年

・ＥＲＤ（エンティティ・リレーションシップ・ダイアグラム）
　　　　
・データの正規化　

・複合設計（コンポジット・デザイン）

・プログラム構造化設計

・構造化テスト
　

　　　　　ソフトウェア開発技法一般
　　

　　　・ストラクチャード・プログラミング（ＳＰ）
　　　・構造化設計（コンポジット・デザイン）
　　　・データ・モデリング
　　　・データの正規化
　　　・データフロー・ダイアグラム
　　　・プログラム構造図
　　　・ワーニエ・オー法
　　　・フェンス・チャート
　　　・デシジョン・テーブル　　

ソフトウェア品質モデルの発表

　　Ｂｏｅｈｍの品質モデル
　　ＪＩＳ　Ｘ０１２９品質モデル

        設計のアプローチ
　　
　　  ・トップダウン・アプローチ
　　　・ボトムアップ・アプローチ
　  　・アウトサイド・イン・アプローチ
　　  ・インサイド・アウト・アプローチ

　　　　　　統合テスト法

　　　　・トップダウン・テスト
　　　　・ボトムアップ・テスト
　　　　・ビックバン・テスト

　構造化テストケース抽出・評価法

・単体テスト（Ｃ０、Ｃ１、Ｃ２、Ｃ３Ｋ）
・統合テスト（Ｓ０、Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、Ｓ４Ｋ）

　　　　開発手法

・機能中心
・ＤＯＡ（データ中心設計）
・オブジェクト指向

　　　ソフトウェア・ライフサイクル

・ウォータフォール　　　・プロトタイピング
・ＲＡＤ　　　　　　　　　　・インクリメンタル
・スパイラル　　　　　　　・クリーンルーム

－４－

開発支援ツール

広義の意味での構造化設
計で、代表例を記述
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顧客

顧客

倉庫入庫

P17

出荷

P13
契約
変更

P12

回収

P15

請求

P14

受注

P11

注残

P16

在庫

在庫受注残契約

出庫ﾃﾞｰﾀ

未引当
ﾃﾞｰﾀ

契約ﾃﾞｰﾀ

契約変更情報

回収ﾃﾞｰﾀ

引当
ﾃﾞｰﾀ

引当ﾃﾞｰﾀ

受注ﾃﾞｰﾀ
請求ﾃﾞｰﾀ

未引当ﾃﾞｰﾀ

入庫
ﾃﾞｰﾀ

入庫情報

納品書

出荷
ﾃﾞｰﾀ

引当
ﾃﾞｰﾀ

受注残
ﾃﾞｰﾀ

入金情報

引当ﾃﾞｰﾀ

受注情報

請求書

ＤＦＤの記述例

プロセス              ：データの変換

データストア  　    ：データの蓄積

データフロー　　   ：データの異動

外部エンティティ　：外部機能

プ
ロ
セ
ス
記
述 

デ
｜
タ
ス
ト
ア
記
述

デ
｜
タ
フ
ロ
｜
記
述

　ＤＦＤの構造
（ＤＦＤ４点セット） 　

Ｄ
Ｆ
Ｄ
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム

２．３　代表的なソフトウェア・エンジニアリング手法

　１）　ＤＦＤ（データフロー・ダイアグラム）

　　　　　・構造化分析手法の主要ダイアグラム
　　　　　・ＤＯＡ（データ中心設計）で使用
　　　　　・構造を持つダイアグラム
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エンティティ名

Ａ Ｂ １対１

１対Ｍ

Ｍ対Ｍ

Ａ Ｂ 条件付
対応

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

属性名

ＥＲ図の記述例

研修
職種

専門分野研修
計画

職位ｷｬﾘｱﾊﾟｽ

技能別

専門分野

技能

必要
技能

組織

進路

進路希望

社員

社員職位

所属

担当

職
位

-職種

・エンティティ（実体）
　　企業や適用業務が管理すべき対象，
　　固有の性質（属性＝データ項目）を持つ。
　
・リレーションシップ（関連）
　　エンティティ間の対応関係を示す。線には関連の意味を表記。

・アトリビュート（属性）
　エンティティが持つデータ項目を示す。
　ＥＲ図上には表記せず，エンティティ記述を参照。

２）　ＥＲＤ
　　　（エンティティ・リレーションシップ・ダイアグラム）

　　　・構造化分析の主要ダイアグラム
　　　・ＤＯＡ（データ中心設計）で使用
　　　・階層 構造を待たないダイアグラム

－６－
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・非正規化データ　　

　　　　スキル登録　　＝社員番号＋社員氏名＋組織コード＋組織名＋管理者名
　　　　　　　　　　　　　　　＋複数個（スキル・コード＋スキル名＋経験年数＋スキル・レベル）

・第１正規系　　：繰り返しの集合を分離

　　　　　社員　 　　　　＝社員番号＋社員氏名＋組織コード＋組織名＋管理者名
　　　　　スキル登録   ＝社員番号＋スキル・コード＋スキル名＋経験年数＋スキル・レベル

・第２正規系　　：リレーション・キーに対して部分的にしか従属しないものを分離
　　　　　
　　　　　社員　   　　　 ＝社員番号＋社員氏名＋組織コード＋組織名＋管理者名
　　　　　スキル登録   ＝社員番号＋スキル・コード＋経験年数＋スキル・レベル
　　　　　スキル　　　   ＝スキル・コード＋スキル名

第３正規系 　　：特定の項目に従属するものを分離

  　　社   員　       ＝社員番号＋社員氏名＋組織コード
　　　　　組　 織         ＝組織コード＋組織名＋管理者名
　　　　　スキル登録   ＝社員番号＋スキル・コード＋経験年数＋スキル・レベル
　　　　　スキル　　     ＝スキル・コード＋スキル
　　　　　

　　　　　　

３）　データの正規化

・開発プロジェクトで使用するエンティティの抽出法として、データの正規化を実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ＥＲＤ作成の単位
　　　　　　　エンティティとは　　　　　　　・データベース設計の最小単位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・プログラムで処理する最小単位

・エンティティは、機能の最小単位に合致し、壊れにくい

データの正規化手順
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モジュール強度

1) 暗号的(偶然的)強度（Coincidential Strength）
   ・偶然一致している部分を共通モジュール化
2) 論理的強度（Logical Strength）
   ・論理が似ている／呼称が同じだけでモジュール化
3) 時間的強度（Classical Strength）
   ・処理タイミングが同じだけでモジュール化
4) 手順的強度（Procedural Strength）
   ・コントロールの流れのまとまった一塊をモジュール化
5) 連絡的強度（Communicational Strength）
   ・コンントロールとデータの流れを考慮しモジュール化
6) 情報的強度（Informational Strength）
   ・特定のデータ構造を扱う複数機能をモジュール化
7）機能的強度（Functional Strength）
   ・全ての要素が１つの機能を実行するために関連

悪
い

良
い

1) 内容結合（Content Coupling）
   ・相手の内容の参照，修正，使用
2) 共通結合（Common Coupling）
   ・共通データ構造の複数モジュールでの使用
3) 外部結合（External Coupling）
   ・共通データを複数モジュールで参照
4) 制御結合（Control Coupling）
   ・相手に渡すパラメータで，相手の処理を変更
5) スタンプ結合（Stamp Coupling）
   ・共通データ構造の複数モジュールでの使用であるが，
     その構造定義はモジュール側には持たない
6) データ結合（Data Coupling）
   ・モジュール間の関係は，受渡しデータのみ
   　その値によって，相手は影響を受けない

 モジュール間結合度 

４）　構造化設計（コンポジット・デザイン）

　　　・モジュール強度が強く、モジュール間結合度が弱い設計

　　　　　・他モジュールの仕様変更に影響が受けにくく、保守性が高い
　　　　　・サブシステム分割でも概念が利用される

－８－ (C) Copyright IBM Japan,Ltd. 2002 All rights reserved．



Ａ

プログラム構造図

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ Ｆ

SUB1 Ｇ SUB2

Ｈ Ｉ

構造化設計されたプログラム

モジュール・メイン

モジュールSUBD
モジュールSUBG

 ５）　プログラム構造化設計
　　　（プログラム構造図とプログラムの関係）

モジュール・メイン

SECTION A
  Aの処理
  PERFORM  B
  PERFORM  C

SECTION  B
   Bの処理
   CALL SUBD
   CALL  SUB1

SECTION  C
     Cの処理
     CALL    SUBG
     CALL    SUB2

モジュールSUBD

SECTION    D
     Dの処理
    PERFORM  E
    PERFORM  F

SECTION  E
     Eの処理

SECTION   F
     Fの処理

モジュール SUB1
     SUB1の処理

モジュールSUB2
    SUB2の処理

モジュールSUBG

SECTION  G
    Gの処理
    PERFORM  H
    PERFORM  I

SECTION  H
     Hの処理

SECTION   I
     Iの処理

－９－上記はＣＯＢＯＬの例
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　　　　　　　単体テストケースの種類

     Ｃ０　：全命令を通すテストケースの選定
                     （命令網羅率）
     Ｃ１　：全分岐を通すテストケースの選定
                     （分岐網羅率）
     Ｃ２　：全分岐を網羅的に通すテストケースの      
              選定（条件網羅率）
     Ｃ３Ｋ：全てのループをＫ回実行
                    （ループ網羅率）

 
右図で各々のテストケースを数えると

     C0 ： 3ケース
              ・処理1と処理3を同じデータで処理
              ・処理1と処理4    
              ・処理2と処理5 
     C1  : 4ケース
              ・処理1と処理３を同じデータで処理 
              ・処理1と処理４
              ・処理1と処理5
              ・処理2と処理5
      C2  : 6ケース
              ・処理1と処理3を同じデータで処理
              ・処理1と処理4
              ・処理1と処理5
              ・処理2と処理3
              ・処理2と処理4
              ・処理2と処理5

条件１

処理1 処理2

条件2

処理3 処理4 処理5

IF     ELSE    END-IF

CASE  WHEN  
           OTHER
           END-CASE

 条件式 IF とCASEの結合例

６）　構造化テスト（Ｃ１テストケースの選択：単体テス
ト）

－１０－
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　　　　　　要件定義
　　

　 外部設計
　　

　 　 内部設計
　　

　　 開発
　　

　　テスト

現物理
　ＤＦＤ

現論理
　ＤＦＤ

新論理
　ＤＦＤ

新物理ＤＦＤ

現行
資料

現論理
ＥＲＤ

新論理
ＥＲＤ

新論理ＤＢ設計
　（ＥＲＤ）

プロトタイ
ピング 画面帳票設計

プ
ロ
グ
ラ
ム
抽
出

外
部
モ
ジ
ュ
｜
ル
構
造
図

Ｉ
Ｐ
Ｏ
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム

業務
部品
の定義

取引の
パターン

汎用部品の
定義

業務の抽象化
又はパターン化

現行システ
ムの問題点

新システムの要件

データ管理

データベースの３層スキーマ設計

データ管理

プログラム作成
（疑似コード） 統

合
テ
ス
ト

シ
ス
テ
ム
テ
ス
ト単体テスト

構造化分析 構造化設計
ストラクチャードプログラミング

　新物理ＤＢ設計
　（ＤＤＬ自動作成）

データ管理（内部コード）

２．４　超大型プロジェクトで採用された開発標準体系例

ＤＦＤによる構造化分析

ＥＲＤによるデータ分析とデータベース設計 　　プログラム構造図
(状態遷移図、ジャクソン法） 

構造化テスト（Ｃ１）　構造化テスト（Ｓ１）

ビックバン・テスト
データの正規化

フレームワーク

統合テスト（Ａ）

・ＤＯＡ開発標準に準拠
・局面化開発手法を採用

取引の正規化

プロトタイピング

擬似コーディング

－１１－
(C) Copyright IBM Japan,Ltd. 2002 All rights reserved．



・１，０００名を超える要員で１０万件を超える成果物を作成
　　　（局面単位でも１、０００名の要員で２万件以上の成果物）

・成果物を完成目標日に向け開発を進める
　　　（局面で２万件以上の成果物の完成期日を守る）

・成果物相互の整合性（品質）が求められる

成果物作成の生産性及び品質向上プロジェクトマネジメントの現状

・ＩＴ技術の発展
　　　・開発生産性の高い製品

・開発メソドロジーの普及
　　　・ＤＯＡ（構造化分析・設計・ＳＰ）
　　　・オブジェクト設計
　　　・開発支援ツールの普及

・ＰＣの低価格化による作業の効率化
　　　・開発作業の効率化
　　　・ＰＣ利用のツールの普及

・過去の経験の積み上げ
　　　・個人に所属する技術でメソドロジーの確立不足

・国際標準のプロジェクトマネジメントの普及遅延
　　　・欧米諸国に遅れをとる　　　

・プロジェクトマネジメント・システム（ＰＭＳ）の普及遅延
　　　・大型プロジェクト向きでない市販ツール
　　　

国際標準に準拠したプロジェクトマネジメントの普及

大型プロジェクトのマネジメント・イメージ

［３］　大型プロジェクトのプロジェクトマネジメント

－１２－
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1950年代　 米国防省（ＤＯＤ）がﾌＰＭの体系的知識の蓄積開始
1955     　　  IBMのFSD（ﾌｪﾃﾞﾗﾙｼｽﾃﾑｽﾞ部門)がITﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの請負を開始
1962    　　   ﾐｻｲﾙ開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ等からPERT,CPM等の手法

1960年代 　　PM分野でﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ理論､ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特性､ｽｹｼﾞｭｰﾘﾝｸﾞとｺﾝﾄﾛｰﾙ､
              　　ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ手法、ｸﾘﾃｨｶﾙ分析の分野で知識が進展
1961　     　　南ｱﾌﾘｶPM協会をはじめ、各地にPM団体が発足
1965       　　欧州でPM団体の連合体IPMA設立、PM知識体系化が始まった

1969       　　米国でPMI)(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・ｲﾝｽﾃｨﾁｭｰﾄ）が設立
1972　     　　PM先進地域では本格的なPM団体が多数設立
1987       　　PMIでPM基礎知識体系PMBOK（R)の初版が作成
1993　     　　ｸﾘﾝﾄﾝ政権の国家ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ･ﾚﾋﾞｭｰでPMに照準
1996       　　PMI(R)でPMBOK (R)を再編しPMBOK (R)ｶﾞｲﾄﾞ発刊、事実上の標準に

199７     　　米国を中心にPM導入企業が急増、PM団体が急膨張を開始した
1998      　　PMI東京支部の設立、ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ振興協会で日本PMﾌｫｰﾗﾑ設立

1999      　　日本で「プロジェクトマネジメント学会」設立
2000      　　PMBOK (R)が小改訂され、2000年版発行

３．１　近代的な ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの確立経緯３．１　近代的な ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの確立経緯

米国政府機関及び
　大手企業でＰＭ
　の知識体系の
　　蓄積・発展

　　プロジェクト
　マネジメントを
国家戦略に採用

　　　企業経営に
プロジェクトマネジメント
　　　　を採用

世界各国にＰＭ団体設立

プロジェクトマネジメント
　　　学会の設立

ＰＭ：プロジェクトマネジメント
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APM
英国

GPMAFTEP

PMI
S.A.

ロシア

伊

独仏

南アフリカ

PMI -
Canada

1,200

5,000

70,000

750

2,800

2,000

500

400

3,500

*300
PMA

SOV
NET

*900

韓国
PRO
MAT

カナダ

米国
PMI

インド

ニュージーランド

オーストラリア

AIPM
PMI-
N.Z.

数字は凡その会員数(2000)    
*は推定

10,500

スイス

20,000

日本
SPM

PMI
東京

JPMF

820
430

1,400

ANI
MP

IPMA

３．２　世界の主なプロジェクトマネジメントの団体３．２　世界の主なプロジェクトマネジメントの団体

・１９６９年米国にＰＭＩ（プロジェクトマネジメント・インスティチュート）設立
・１９９６年ＰＭＩでＰＭＢＯＫを再編、事実上の国際標準
　
　ＰＭＢＯＫ：Ｐｒｏｊｅｃｔ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｂｏｄｙ　ｏｆ　Ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ
　　

－１４－
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統合

スコープ

タイム

コスト

品質

組織

コミュニケ
ーション

リスク

調達

知識エリア ＰＭＢＯＫ定義の知識体系概略　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キーワード代表例

・ＰＭの知識体系を統合し、上位マネジメント判断を実施

・スコープ定義としてＷＢＳ（ワーク・ブレークダウン・ストラクチャ）を作成
・スコープ変更管理の実施

・ＷＢＳで定義された作業をアクティビティに展開
・マスタースケジュール作成
・スケジュール管理の実施と対応策
　　・クラッシング
　　・ファースト・トラッキング
・アーンドバリュによる、コスト・ベースのタイムマネジメント

・コスト見積もり
・コスト・ベースラインの作成
・アーンドバリュによるコストマネジメント
・コスト変更管理
　　・完成時コスト予測等

・品質計画の作成
・品質管理（ＴＱＣ手法、サンプリング分析、傾向分析、カイゼン）

・プロジェクト組織作成（責任分担、要員計画、組織編制）
・要員調達
・プロジェクト・チームの育成

・ステークホルダの定義とコミュニケーション計画作成
・プロジェクト情報の配布
・進捗報告

・リスクの特定
・リスクの定量化
・対応策の策定
・リスク管理

・調達計画
・契約管理　　

 ３．３　ＰＭＢＯＫの知識体系

・ＣＣＢ

・ＷＢＳ

・マイルストーン関連図
・ＰＥＲＴ図、プレシデンス・ダイアグラム、ＣＰＭ

・アーンドバリュ分析によるタイムマネジメント

・アーンドバリュ分析によるコストマネジメント

・品質モデル

・チーム・ビルディング

・ステークホルダ

・ＥＭＶ

－１５－各知識エリア名は、後続の「マネジメント」を省略 (C) Copyright IBM Japan,Ltd. 2002 All rights reserved．



３．４　マスタースケジュール作成の全体概念

作
業
Ａ

作
業
Ｂ

作
業
１

作
業
２

作
業
３

ＷＢＳ

アクティビティへの展開

ワーク・
パッケージ

ＷＢＳコード

　　　　　　プロジェクト計画書
　　　トップマネジメントの意向を反映
（プロジェクト開始日、サービスイン日が記述）

　　　　マイルストーン関連図を作成
（マスタースケジュール作成の概念を表現）

　　　　　マスタースケジュール作成
　　　（ＷＢＳコードの作業レベルで記述）

・ＰＥＲＴ図　 　　 ・１９５７年～１９５８年米国海軍、ブーズ・アレン、　　　
　　　　　　　　　  ロッキード社によるポラリスミサイル開発
　　　　　　　　　　 ・スケジュール管理厳守を重点に置いた図
　　　　　　　　　   ・ライン上に作業を記述する

・プレシデンス　 ・１９６２年～１９６４年スタンフォード大学
　・ダイアグラム  ・作業の依存関係にラグを考慮
　　　　　　　　　　 ・ＡＯＮ（ノード上に作業名を表示）

・ＣＰＭ　　　　　　・１９５７年～１９５８年デュポン及びレミントン・ラン　　　
　　　　　　　　　ド工場のメインテナンスと建築で使用
　　　　 　　　　　　・ライン上に作業名を記述　

進捗管理の集計単位
コスト計上の単位

タイムマネジメント
コストマネジメント
の直接の管理対象

中間集計単位

局
面
名

－１６－
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 　　　　　　　  ◎　　　　　　　　　　▲　　　　　　　　　　▲　　　　　　▲　　　　　　　　　　　　　　　▲　　　　　　▲　　　　　　　　　　◎

　　　　　　　　　　　　　　　　▲　　　 　　　　　　　　　　　▲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲　　　　　▲　　　　　　　　　　　▲

▲　　　　　▲　　　　　　　　　　　▲　　　　　　　　　　▲　　　　　　▲　　　　　　　　　　　　　　　▲　　　　　　▲　　

　 　　　　　▲　　　　　　　　　　　▲　　　　　　　　　　▲　　　　　　▲　　　　　　　　　　　　　　　▲　　　　　　▲　　　　　　　　　　　　　　　
  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲　　　　　　　▲　　　　　　　　　　　　　▲　　　　　　　　　　　　▲　　　　　　
　　　　　　　　　　

                    ▲　　　　　　　　▲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲　              ▲　　　　▲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲　　　　　　　　　　　▲

要件定義開始　　　　　要件定義終了　　　　　　外部設計終了　内部設計終了　　　　　　　　　開発終了　　　　統合テスト終了　　　　サービス
イン

要件定義開始　要件定義終了　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制御系の業務テストへ提供

標準作成開始　　ＲＤ標準提供　　　　　　　ＥＤ提供提供　　　　　ＩＤ標準提供　ＩＭ標準提供　　　　　　　　　　　　ＩＴ標準提供　　ＳＴ標準提供　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　移行方針提供　　　　　　　　　　　ＲＤ開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＩＴ用ＤＢ提供　　ＳＴ用ＤＢ提供　　　　　本番移行

ＲＤ環境提供　　　　　　　　　ＥＤ環境提供　　　ＩＤ環境提供　　ＩＭ環境提供　ＩＴａ環境提供　　　ＩＴ環境提供　ＳＴ環境提供

小型本番環境提供　移行用環境提供　　　　　ＳＴ用本番環境提供　　　　　サービスイン　

　　　　周辺システム対応開始　　　　　　　　　　　　　　　　　単独ＳＴ開始　　周辺システムをテストへ提供

ユーザ研修計画立案開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本格研修開始　　　　　　サービスイン

業務開発

データ移行システム開発

開発標準提供

開発用環境提供

本番稼動環境提供

制御系開発

　　　　　周辺システム開発
（影響を受ける既存システム開発）

ユーザ研修

１）　大型プロジェクトのマイルストーン関連図例

図２参照

プロジェクト期間比率
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　○

　　　○　　　　　　　　　　　　○　　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　　

○　○　　　　　　　　　　　　○     ○                                        　　　　　　　　　　　　　　　○   ○　　　　　　　　○　  　　　
　　　　　　　　　　　　　

　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　○　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　　　　　　　　
　　　　

処理単位の定義 

取引抽出・バッチ定義

画面遷移図作成・画面設計

帳票設計（センター帳票、リモート出力帳票）

新物理ＤＦＤ作成

共通機能新物理ＤＦＤ作成

サブシステム間、周辺システム・インターフェース定義

２)　ＰＥＲＴ図（外部設計局面の業務開発マスタースケジュール例）

要
件
定
義
局
面

内
部
設
計
局
面

・真ん中にクリティカル・パスの作業を記述
・フロートのある作業は、それが表現できる表現
・作業の前後関係を明示（特にハードロジックを正確に表示）

整合性確認
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処理単位の定義 

取引抽出・バッチ定義

画面遷移図作成
　　・画面設計

帳票設計（センター帳票
、リモート出力帳票）

新物理ＤＦＤ作成

　　　共通機能
新物理ＤＦＤ作成

サブシステム間、周辺システム
　　・インターフェース定義

３）　プレシデンス・ダイアグラム
　　　（外部設計局面の業務開発マスタースケジュール）

整合性確認ＳＴＡＲＴ ＥＮＤ

FS

FS

FS

FS

FS

SS

FS

FS

FS

FS

FF

・終了ー開始（ＦＳ）関係
・終了ー終了（ＦＦ）関係
・開始＝開始（ＳＳ）関係
・開始＝終了（ＳＦ）関係

ＰＤＭの関係

ＦＳ

・作業の関係を正確に表現出来る表現力を持つ
・現場の具体的作業の指示に向く
・作業の関係を単純化するため、作業をまとめて表現するケースあり
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取引抽出・バッチ定義

処理単位の定義 

新物理ＤＦＤ作成

帳票設計（センター帳票
、リモート出力帳票）

画面遷移図作成
　　・画面設計

　　　共通機能
新物理ＤＦＤ作成

サブシステム間、周辺システム
　　・インテーフェース定義

整合性確認

　　　作　　業　　　　　　　　　　　　所要期間　　最早開始日　　最遅開始日　　最早終了日　　最遅終了日　　　フロート　　　クリティカル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＥＳ）　　　　　　（ＬＳ）　　　　　（ＥＦ）　　　　　　（ＬＦ）　　　　　　　　　　　　　　　パスの検出　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　
　　　　 １．５ヶ月

２．０

６．０

５．０

５．０

４．０

３．０

１，０

５月１日

５月１日

７月１日

６月１５日

６月１５日

７月１日

７月１日

１２月末

５月１５日

５月１日

７月１日

８月１日

６月１５日

９月１日

１１月１日

１２月末

６月１５日

６月末

１２月末

１１月１５日

１１月１５日

１０月１日

９月末

１月末
（翌年）

６月末

６月末

１２月末

１２月末

１２月末

１２月末

１月末
（翌年）

１月末
（翌年）

０，５ヶ月

０

０

１．５ヶ月

１．５ヶ月

２ヶ月

４ヶ月

０

４）　クリティカル・パスの検出（ＣＰＭでネットワーク分析）

ＣＰ

ＣＰ

ＣＰ

ＣＰ：クリティカル・パス

・（ＥＳ、ＬＳ、ＥＦ、ＬＦ）の分析を通して、フロートを計算
・フロート”０”の作業を検出、結果としてクリティカル・パスを検出
・フロートのある作業は、スムージングの対象になる

－２０－
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３．５　アーンドバリュー分析

・1967年 米国国防省（ＤｏＤ）Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ　７０００．２
　　コスト・スケジュール管理システムで登場

・１９９３年クリントン政権の国家パフォーマンス・レビュに
　プロジェクトマネジメントがとり上げられる
　　コスト・スケジュール管理で登場

・１９９７年ＤｏＤ　Ｒｅｇｕｌａｔｉｏｎ　５０００．２－Ｒ
　　Ｅａｒｎｅｄ　Ｖａｌｕｅ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＥＶＭＳ）
　　利用ガイドライン
　　ＷＢＳ（ワーク・ブレークダウン・ストラクチャ）の重要性
　　　　　・マネジメントの統合のキー
　　　　　・ＷＢＳコード（コントロール・アカウント）がコスト集計単位

コスト スケジュール

ＷＢＳ

リスクテクニカル・
パフォーマンス

アーンドバリュに関わる経緯

○

○

○

○

○

ＥＶ ＳＶ

ＡＣ

ＣＶ
ＰＣ

ＢＡＣ

ＥＡＣ

ＥＴＣ

アーンドバリュの用語

時間　　　　現在

コ
ス
ト

－２１－

予定のコスト・ベースライ
ン

実際の出来高
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ＢＡＣ

ＰＶ
（ＢＣＷＳ）

ＥＶ
（ＢＣＷＰ）

ＡＣ
（ＡＣＷＰ）

ＳＶ

ＣＶ

ＳＰＩ

ＣＰＩ

ＥＴＣ

ＥＡＣ

ＶＡＣ

Ｂｕｄｇｅｔ　ａｔ　Ｃｏｍｐｌｅｔｉｏｎ

Ｐｌａｎｎｅｄ　Ｃｏｓｔ
（Ｂｕｄｇｅｔｅｄ　Ｃｏｓｔ　ｏｆ　Ｗｏｒｋ　Ｓｃｈｅｄｕｌｅｄ）

Ｅａｎｅｄ　Ｖａｌｕｅ
（Ｂｕｄｇｅｔｅｄ　Ｃｏｓｔ　ｏｆ　Ｗｏｒｋ　Ｐｅｆｏｒｍｅｄ）

Ａｃｔｕａｌ　Ｃｏｓｔ
（Ａｃｔｕａｌ　Ｃｏｓｔ　ｏｆ　Ｗｏｒｋ　Ｐｅｒｆｏｒｍｅｄ）

Ｓｃｈｅｄｕｌｅ　Ｖａｒｉａｎｃｅ

Ｃｏｓｔ　Ｖａｒｉａｎｃｅ

Ｓｃｈｅｄｕｌｅ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｉｎｄｅｘ

Ｃｏｓｔ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｉｎｄｅｘ

Ｅｓｔｉｍａｔｅ　Ｔｏ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ

Ｅｓｔｉｍａｔｅ　Ａｔ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ

Ｖａｒｉａｎｃｅ　Ａｔ　Ｃｏｍｐｌｅｔｉｏｎ　

完了までの当初予算

出来高計画値

出来高実績値

コスト実績値

ｽｹｼﾞｭｰﾙ差異

コスト差異

ｽｹｼﾞｭｰﾙ効率指数

コスト効率指数

残作業コスト予測

完了時コスト予測

完了時コスト差異

略　語　　　　　　　　　　　　正　式　名　称　　　　　　　　　　　　　　　　　訳　語　　　　　　　　　　　　　計　算　式

ＥＶ－ＰＶ

ＥＶ－ＡＣ

ＥＶ／ＰＶ

ＥＶ／ＡＣ

（ＢＡＣ－ＥＶ）／ＣＰＩ　又は
（ＢＡＣ－ＥＶ）／（ＣＰＩ　Ｘ　ＳＰＩ）
ＡＣ＋ＥＴＣ

ＢＡＣ＋ＥＡＣ　

アーンドバリューの用語説明

（）　：ＰＭＢＯＫ２０００年版アーンドバリュ用語改定前の用語

ＰＭＢＯＫ２０００年版で、アーンドバリュ（出来高管理）の用語が以下の如く改定されました。

－２２－
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　アーンドバリュー（ＥＶ）
　　表示の画面展開

　　

・入金サブシステムの担当者別ＥＶ 

・特定個人のＥＶ へ展開

・特定個人の担当成果物名を表示、その後成果物へ展開

・サブシステム単位ＥＶ

－２３－

アーンドバリュの用語は、
改定前を使用

(C) Copyright IBM Japan,Ltd. 2002 All rights reserved．



     　　　　　　　　　　ＰＭＳ構築の目標

    ・リアルタイムにプロジェクト係数把握
    ・成果物の単品単位に予定・実績把握
    ・個人の成果物作成の予定・実績を把握
    ・担当者作業負担の少ない係数収集・配布
    ・国際標準に準拠した管理法の採用

    　　                                  

                   
成
果
部
・
係
数
ア
ク
セ
ス 　　２次分析機能

（ＪＩＳ　Ｘ０１２９対応）

各種ツールで構築

ＮＯＴＥＳ上で構築

メ
ン
バ
｜

開発ツール　ＤＢ

ＮＯＴＥＳ　ＤＢ 

成果物参照機能
プロジェクト管理機能
（ＰＭＩ計数収集分析）
２次分析へ情報提供
　
　　　　　　　

［４］　プロジェクトマネジメント・システム（ＰＭＳ）の事例

　　　　　　　　ＰＭＳの仕組み概念図

４．１プロジェクトマネジメント・システム（ＰＭＳ）構築の概念

－２４－ (C) Copyright IBM Japan,Ltd. 2002 All rights reserved．



ＰＭ、
チームリーダー

メール

議事録

連絡票

会議室予約

成果物
立案局面２

成果物
立案局面

進捗管理

ﾀｽｸﾁｰﾑ
成果物戦略ﾁｰﾑ

成果物

ﾏｽﾀｽｹｼﾞｭｰﾙ

用語集
ＤＢ

コード

会議主催者

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾒﾝﾊﾞｰ

業務ﾁｰﾑ

戦略ﾁｰﾑ

ﾀｽｸﾁｰﾑ

総務ﾁｰﾑ

①個人ｽｹｼｭ゙ー ﾙ、会議室の空状況を確認し、
　会議開催日を決定
②会議室を予約
③開催通知を作成し、出席者へ同報
④議事録を作成し、出席者、ＣＣへ同報

①個人ｽｹｼﾞｭｰﾙ

①空会議室

②予約

③開催通知

④議事録

③開催通知（同報）

④議事録（同報）

①タイム状況、問題点･課題、その他
　　作業の起票
②ﾏｽﾀｰｽｹｼﾞｭｰﾙの参照
③成果物予定数／実績の把握
④進捗管理、問題管理一覧による
　　進捗状況の把握

ALL

ALL ALL

ALL

ALL

ALL

ALL

ALL

ALL

ALL ①成果物の作成

①各ﾀｽｸﾁｰﾑ作成成果物の登録
②ｺｰﾄﾞﾁｰﾑ作成のｺｰﾄﾞの登録

①戦略ﾁｰﾑ作成成果物の登録
②戦略ﾁｰﾑ作成成果物の参照（許可された人のみ）

①業務用語の登録
②会議室の追加/変更/削除

　ＰＭＳ構成概念図 

４．２　ＰＭＳの構成概念図

・プロジェクト・メンバー全員にＰＣを配布

・プロジェクト成果物全てを管理

　　・プロジェクトマネジメントの全ての情報
　　　　　・プロジェクトマネジメント情報
　　　　　・開発支援ツール成果物
　　・プロジェクト成果物の照会・更新

・プロジェクト内情報経路の全てを司る

　　・意思決定情報
　　　　　・会議録
　　　　　・課題
　　　　　・業務調整

ＰＭＳの概要

－２５－ (C) Copyright IBM Japan,Ltd. 2002 All rights reserved．



［５］大型システム開発を効果的に進めるための提言

－２６－

１．ソフトウェア・エンジニアリングの利用拡大

　　　　　・国際的に認知された手法の利用拡大

２．グローバル・スタンダードなプロジェクトマネジメントの知識体系を導入

　　　　　・ＰＭＩの知識体系（ＰＭＢＯＫ）の普及
　　　　　・プロジェクトマネジメント学会の拡大
　　　　
３．政府調達を含め、指導的立場にある組織が、上記を指導する

　　　　　・政府調達の前提条件
　　　　　・企業調達のガイドライン

４．ＩＴ企業が、グローバル・スタンダードなスキルの育成に力を入れる

５．自分自身を、グローバル・スタンダードなスキル育成に向け、成長させる　

(C) Copyright IBM Japan,Ltd. 2002 All rights reserved．



（＝, NOT＝）
IF THEN 

ELSE 構造

処理フロー

A = B

処理１ 処理２

Ｎ Ｙ

○

A 
NOT= 

B

Ｎ Ｙ

処理１ 処理２

○

テストケース
     ｹｰｽ
条件

Ａ＝Ｂ
処理２
処理１

１ ２
Ｙ Ｎ
○

○

テストケース ： ２

    ｹｰｽ
条件 １ ２
Ａ ＮＯＴ＝Ｂ Ｙ Ｎ

○
○

テストケース ： ２

テストデータ
  Ａ ＝ Ｂ 
  Ａ ≠ Ｂ 

テストデータ
  Ａ ＝ Ｂ 
  Ａ ≠ Ｂ   

処理１
処理２

テストケース

処理フロー

（＜,＜＝）IF THEN ELSE 構造

処理フロー

A ＜ B

処理１ 処理２

Ｎ Ｙ

○

A ＜ = B
Ｎ Ｙ

処理１ 処理２

○

テストケース

テストケース ： ３

テストデータ
  Ａ ＝ Ｂ－１ 
  Ａ ＝ Ｂ       
  Ａ ＝ Ｂ＋１   

    ｹｰｽ
条件

Ａ＜Ｂ

処理２
処理１

１ ２

Ｙ
Ｙ

○
○

Ａ＝Ｂ
Ａ＞Ｂ Ｙ

○

－
－

－

－

－
－

テストデータ
  Ａ ＝ Ｂ－１ 
  Ａ ＝ Ｂ     
  Ａ ＝ Ｂ＋１ 

   ｹｰｽ
条件

Ａ＜Ｂ

処理２
処理１

１ ２

Ｙ
Ｙ

○ ○

Ａ＝Ｂ
Ａ＞Ｂ Ｙ

○

－
－

－

－

－
－

テストケース ： ３

３ ３

処理フロー

テストケース

資料　：Ｃ１テストケース抽出例

資料１
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資料：日本のPM団体

プロジェクトマネジメント学会（SPM)
1999年3月に産業界と学界有志で初の学会として設立
日本唯一のPM学科をもつ千葉工業大学に事務所
設立時会員数326名、2001年9月現在約1200名
http://spm.pm.it-chiba.ac.jp

PMI東京（日本）支部（PMIT)
1998年に米国PMIのローカル・チャプター（支部）として設立、会員：米国PMI会員
設立時会員数約550名、2001年7月現在約430名
http://www.actec.or.jp/pageholder/pmi/tokyo_j.htm

日本PMフォーラム（JPMF)
1998年11月に（財）エンジニアリング振興協会（ENAA）の研究会を母体に設立
設立時会員数約1200名、2001年7月現在会員数は非公開
http://www.enaa.or.jp/JPMF/

資料２

(C) Copyright IBM Japan,Ltd. 2002 All rights reserved．



米国 英国 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ フランス 欧州全体 日本
0

0.5
1

1.5
2

2.5

1万人当り人数
2000年末推定

米国 英国 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ フランス 欧州全体 日本

2.2 1.8 1.5 0.6 0.39 0.16

資料：人口1万人当りのPM団体メンバー数推定
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資料：PM団体の会員数の推移

PMI（米国）

AIPM（豪州）

PM学会
(日本）

資料４
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資料： ＪＩＳ Ｘ０１２９と実装された機能の比較 

ＪＩＳ Ｘ０１２９ ＪＩＳ Ｘ０１２９         副品質特性の解説     　 　  Ｃ／Ｏクライテリア      成果物管理     　　     内部特性で補完
 品質特性   副品質特性                                         　　    管理で実装            で実装

機能性

信頼性

使用性

効率性

保守性

移植性

合目的性
正確性
相互運用性
標準適合性
機密保持

成熟性
障害許容性
回復性

理解性
習得性
運用性

時間効率性
資源効率性

解析性
変更性
安定性
試験性

環境適応性
設置性
規格適応性
置換性

機能集合が目的に合致
機能が正しい結果を出す
明示機能と相互運用可能
開発標準との適合性
機密保持機能の適合性

潜在障害の除去度合い
障害発生時に仕様維持度
障害発生時の回復度合い

システム利用者の理解度
システム利用者の習得度
システム運用者の容易性

処理能力評価（例ＴＡＴ）
使用資源利用度

障害時の問題解析容易性
変更・機能追加容易性
保守時の危険度合い
テストの容易性

予定された環境へ適応
設置作業の容易性
移植機能への適応性
他環境への置換容易性

機能適合性
       同上
       同上

       同上

障害発生率管理
障害対策
       同上

研修終了率管理
研修習得度管理
運用習得度管理

処理性管理
資源使用率管理

回復時間管理
平均変更負担
保守手順作成
保守手順作成

テスト進捗管理
       同上
       同上         
開発チェックリスト
テスト進捗管理

障害発生率管理
障害回復テスト
       同上

処理性測定・改善
      同上

障害回復テスト

機能完全性等
        同上
        同上
開発標準遵守率等
不正アクセス管理率等

開発規模障害発生率
障害対応率等
        同上

統一性、表現性等
         同上
         同上

動的効率性等
資源使用性等

モジュール性，単純性
          同上
堅固性（誤操作対応）
計測性

資料６
(C) Copyright IBM Japan,Ltd. 2002 All rights reserved．



取引抽出・バッチ定義

処理単位の定義 

新物理ＤＦＤ作成

帳票設計（センター帳票
、リモート出力帳票）

画面遷移図作成
　　・画面設計

　　　共通機能
新物理ＤＦＤ作成

サブシステム間、周辺システム
　　・インテーフェース定義

整合性確認

　　　作　　業　　　　　　　　　　　　所要期間　　最早開始日　　最遅開始日　　最早終了日　　最遅終了日　　　フロート　　　クリティカル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＥＳ）　　　　　　（ＬＳ）　　　　　（ＥＦ）　　　　　　（ＬＦ）　　　　　　　　　　　　　　　パスの検出　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　 １．５ヶ月

２．０

６．０

５．０

５．０

４．０

３．０

１，０

５月１日

５月１日

７月１日

６月１５日

６月１５日

７月１日

７月１日

１２月末

５月１５日

５月１日

７月１日

８月１日

６月１５日

９月１日

１１月１日

１２月末

６月１５日

６月末

１２月末

１１月１５日

１１月１５日

１０月１日

９月末

１月末
（翌年）

６月末

６月末

１２月末

１２月末

１２月末

１２月末

１月末
（翌年）

１月末
（翌年）

０，５ヶ月

０

０

１．５ヶ月

１．５ヶ月

２ヶ月

４ヶ月

０

テスト問題

質　問

１．このネットワークのクリテカル・パスはどれですか？

２．画面遷移図作成・画面設計作業に、２ヶ月スケジュール遅延が発生したら、どうなりますか？

　　　　　　　　　　　　　ネットワーク図
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